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の
「
雪
ど
け
」
ム
ー
ド
の
中
で
ソ
連
認
識
を
修

正
す
る
一
方
、
中
国
へ
の
警
戒
を
強
め
て
い
た

（
一
三
四
’五
頁
）
。
Ⅱ
本
の
工
業
力
が
中
ソ
の

人
的
資
源
と
結
合
す
る
と
い
う
碓
悪
の
シ
ナ
リ

オ
を
、
ア
メ
リ
カ
は
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
中
、
六
○
年
六
川
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
六
○
○
八
／

一
に
お
い
て
、
日
本
自
身
の
軍
事
的
貢
献
は
期

待
で
き
な
い
が
在
Ⅲ
米
軍
基
地
や
兵
姑
基
地
を

使
川
で
き
る
こ
と
目
体
が
軍
事
的
貢
献
で
あ
り
、

ま
た
共
産
圏
に
対
抗
す
る
「
経
済
成
長
モ
デ
ル
」

と
し
て
Ⅱ
本
は
貢
献
で
き
る
と
い
う
、
「
自
ら

を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
論
理
」
（
一
三
八
頁
）

を
編
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
六
○
年
代
後
半
に
は
、
五
○
年
代
以

来
の
「
強
国
日
本
」
を
含
む
ア
メ
リ
カ
の
「

盟
国
日
本
」
像
が
静
か
に
転
換
す
る
。
六
三
年

に
発
足
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
対
Ｈ
分
析

の
中
で
、
日
本
国
内
に
右
傾
化
仙
向
を
大
き
く

取
り
上
げ
て
い
た
。
六
川
年
に
佐
藤
政
椛
が
登

場
し
日
本
の
核
武
装
問
題
に
言
及
す
る
と
、
便

期
的
な
Ⅲ
本
の
軍
邪
大
国
化
可
能
性
に
も
言
及

す
る
よ
う
に
な
る
（
二
五
三
’六
一
頁
）
。
そ
し

て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
末
期
、
六
八
年
の
分
析

に
お
い
て
は
、
日
本
が
将
来
的
に
地
域
的
安
全

保
障
に
コ
ミ
ッ
ト
し
軍
事
的
に
貢
献
す
る
シ
ナ

リ
オ
を
望
ま
し
く
な
い
も
の
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
も
し
日
本
を
地
域
的
安
全
保
障
に
招
け

ば
核
武
装
す
る
だ
ろ
う
、
と
問
胆
を
リ
ン
ク
さ

せ
て
推
測
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
か
つ

て
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
た
「
強
川
Ⅲ
本
」
と

い
う
同
盟
国
像
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、
「
吉

田
ド
ク
ト
リ
ン
」
は
ア
メ
リ
カ
の
対
Ｈ
政
策
に

よ
っ
て
も
裏
書
き
を
得
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
の
持
つ
意
義
は
多
岐
に
渡
る
が
、

こ
こ
で
評
者
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
明
示

的
再
軍
備
論
者
の
読
み
直
し
と
芦
田
均
の
位
置

付
け
で
あ
る
。
対
米
関
係
と
い
う
文
脈
か
ら
鳩

山
一
郎
と
芦
田
均
を
再
検
討
し
た
と
き
に
、
あ

く
ま
で
も
「
自
主
」
即
「
同
盟
」
の
論
理
を
一

貫
さ
せ
る
芦
田
の
立
ち
位
置
の
独
特
さ
が
浮
か

び
上
が
る
。
「
対
米
協
〃
の
一
環
と
し
て
Ⅱ
本

の
防
衛
力
増
強
を
、
王
張
す
る
と
い
う
芦
田
の
論

理
は
、
米
側
に
と
っ
て
も
希
少
な
も
の
」
で
あ

り
、
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
、
Ⅲ
民
党
に
お
い
て

「
芦
田
の
よ
う
な
主
張
が
川
党
内
で
少
数
派
で

あ
り
、
現
実
政
治
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
な
い
と
も
分
析
し
て
い
た
の
で
あ

る
」
（
二
二
頁
）
。
そ
し
て
、
池
田
政
権
期
に

は
吉
田
茂
が
こ
う
し
た
芦
田
に
近
い
主
張
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
む

し
ろ
防
衛
力
増
強
と
い
う
政
治
的
争
点
に
関
し

て
み
る
限
り
、
米
側
の
、
王
張
は
常
に
Ⅱ
本
川
内

で
有
力
な
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
言

え
よ
う
。
こ
う
し
た
「
再
軍
備
」
論
者
の
質
的

量
的
差
異
を
明
ら
か
に
し
た
意
義
は
大
き
い
。

本
書
に
よ
っ
て
、
従
来
平
面
的
静
態
的
に
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
戦
後
防
衛
政
策
が
、
そ
の

実
、
奇
跡
的
な
政
治
力
学
バ
ラ
ン
ス
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
の
上
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
一
読
を
強
く
お
勧
め

参
考
文
献

佐
道
明
広
（
二
○
○
三
言
戦
後
川
本
の
防
衛

と
政
治
」
吉
川
弘
文
節

谷
合
俊
史
（
た
に
あ
い
 
と
し
ふ
み
）

一
九
八
三
年
東
京
祁
生
ま
れ
／
現
在

学
法
学
部
在
学
中

す
る

ず
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．
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著
者
に
よ
れ
ば
、
現
代
に
お
い
て
戦
争
形
態

は
陣
地
戦
か
ら
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
通
じ
た
情
報

戦
へ
と
転
換
し
、
こ
う
し
た
情
報
戦
の
起
源
は

第
二
次
世
界
大
戦
に
見
出
さ
れ
る
。
本
書
は
、

こ
の
事
例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
天
皇
制
を

め
ぐ
る
心
理
戦
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
際

中
核
と
な
る
資
料
は
「
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
戦
略
情
報
局
）

ド
ノ
ヴ
ァ
ン
文
書
」
（
米
川
脚
立
公
文
書
館
所
蔵

宛
の
隠
色
 
で
あ
る
。

二
○
○
四
年
夏
、
著
者
は
「
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
長

官
文
書
」
リ
ー
ル
蛇
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
一

九
四
二
年
六
Ⅱ
三
Ｈ
付
陸
軍
省
軍
事
情
報
部
心

理
戦
争
課
「
日
本
計
町
（
最
終
草
稿
ご
 
な
る

文
書
を
発
見
し
た
。
こ
の
文
耆
は
連
合
軍
の
軍

事
戦
略
補
助
を
目
的
と
し
た
日
本
に
対
す
る
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦
略
で
あ
り
、
宣
伝
目
的
の
ひ
と

つ
に
天
皇
を
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
利
用
す

る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
著
者
は
、
最
終
草
稿
に
お
け
る
「
日

（

１

-

本
計
川
」
を
タ
カ
シ
・
フ
ジ
タ
ニ
が
発
見
し
て

へ

２

-

い
た
第
一
・
第
二
草
柚
と
比
較
し
、
第
一
・
第

二
草
槁
に
は
「
天
皇
を
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
利
川
す
る
」
と
い
う
一
節
が
抜
け
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
天
皇
を
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
戦
略
的
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
発
想
そ
の

も
の
は
第
一
草
稿
か
ら
継
続
し
て
い
る
と
論
じ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
著
者
は

象
徴
天
皇
制
の
起
源
を
第
一
草
稿
が
作
成
さ
れ

た
一
九
四
二
年
年
五
月
に
求
め
、
こ
れ
を
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
「
三
二
年
テ
ー
ゼ
」
に
な
ぞ
ら
え

て
「
川
二
年
テ
ー
ゼ
」
と
名
付
け
る
。

た
だ
し
、
「
Ⅲ
本
計
Ⅲ
」
は
米
川
の
対
Ⅲ
作
戦

と
し
て
採
川
さ
れ
る
こ
と
な
く
凍
結
さ
れ
た
。

こ
の
理
由
を
著
者
は
、
米
脚
の
政
策
決
定
過
程

に
お
け
る
官
僚
政
治
に
求
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｉ

（
戦
略
情
報
局
）
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
Ｏ
Ｗ
Ｉ
（
戦
時

情
報
局
）
に
分
化
し
た
後
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
ア
ジ
ア

（

３

-

全
域
を
対
象
と
し
た
「
ド
ラ
ゴ
ン
計
画
」
を
立

案
す
る
一
方
で
、
Ｏ
Ｗ
Ｉ
に
は
「
ｎ
本
計
画
」

草
稿
を
立
案
し
た
ソ
ル
バ
ー
ト
大
佐
が
Ｏ
Ｓ
Ｓ

か
ら
移
籍
、
古
巣
へ
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
高
め

て
い
た
。
こ
う
し
た
官
僚
制
に
あ
り
が
ち
な
権

限
争
い
に
よ
っ
て
、
「
川
本
計
面
」
は
統
合
参
謀

本
部
へ
送
ら
れ
た
も
の
の
正
式
決
定
す
る
こ
と

な
く
、
川
二
年
八
Ｈ
に
は
撤
川
・
凍
結
さ
れ
、

棚
上
げ
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
、

ｈ

、
、

L

、
可

、

L

h

、
書評

日本政治研究4 ( 1 ) pp.220-222 2007. 1

加藤哲郎
｢象徴天皇制の起源：アメリカの心理戦「日本計画｣」
平凡社新書，2005年
評 者 八 代 拓



心
理
戦
共
同
委
員
会
小
委
員
会
の
議
事
録
を
基

に
跡
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
著
者
が
強
調
す
る
の
は
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
「
日
本
計
画
」
は
棚
上
げ
に
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
こ
で
示
さ
れ
た
「
四
二
年
テ
ー
ゼ
」
こ
そ
が
、

対
Ｈ
占
領
政
策
の
指
針
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
象
徴
天
皇
制
に
関
わ
る
論
点

は
一
九
川
二
年
の
時
点
で
出
尽
し
、
そ
の
後
の

国
務
街
や
陸
軍
内
で
の
具
体
的
政
節
立
案
は

「
日
本
計
両
」
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
で
、
「
日
本
計
画
」
は
存
続
し
た
の
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
な
米
国
に
よ
る
戦
後
日
本
の
天

皇
制
政
策
に
つ
い
て
、
従
来
は
一
九
四
二
年
一

一
月
一
九
Ｈ
付
の
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
国
務
省
顧
問

に
よ
る
極
東
課
長
宛
報
告
書
を
起
源
と
す
る
見

方
が
通
説
で
あ
っ
た
。
本
書
最
大
の
眼
目
は
、

そ
れ
よ
り
半
年
前
に
既
に
天
皇
が
「
象
徴
」
と

表
現
さ
れ
、
天
皇
制
に
対
す
る
米
国
の
基
本
的

姿
勢
が
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
国
務
省
の
公
開
資
料
に
依
拠

し
が
ち
で
あ
っ
た
従
来
の
歴
史
学
・
政
治
学
研

究
に
対
し
て
、
情
報
機
関
の
機
密
資
料
で
あ
っ

た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
関
係
文
書
と
い
う
新
た
な
分
野
を
紹

介
し
た
点
も
、
Ⅲ
米
関
係
史
・
占
領
史
の
研
究

に
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
、
著
者
が
「
Ｈ
本

訂
）

計
画
」
を
発
見
し
た
と
き
に
評
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

一
方
で
象
徴
天
皇
制
の
起
源
は
米
国
の
情
報

戦
に
の
み
求
め
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
。
昭
和

天
皇
の
崩
御
後
、
公
表
さ
れ
た
「
昭
和
天
皇
独

白
録
」
で
は
象
徴
天
皇
制
を
宮
中
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
終
戦
工
作
の
帰
結
と
す
る
記
述
を
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
吉
田
裕
（
一
九
九
二
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
「
独
白
録
」
は
天
皇
制
維
持
の

た
め
に
宮
中
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
作
為
さ
れ
た

可
能
性
が
強
く
、
天
皇
の
戦
争
責
任
免
責
に
腐

心
し
た
政
治
過
秘
の
所
産
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
開
戦
決
定
に
お
け
る
天
皇
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
の
否
定
を
は
じ
め
と
す
る
、
戦
時
卜
の

天
皇
の
行
動
を
記
録
に
残
そ
う
と
し
て
、
天
皇

自
身
の
賛
同
を
得
て
「
独
白
録
」
は
作
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
側
宮
中
グ
ル
ー

プ
の
政
治
工
作
も
、
米
阿
の
「
日
本
計
画
」
と

合
わ
せ
て
象
徴
天
皇
制
の
枠
組
み
を
形
成
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
「
川
二
年
テ
ー
ゼ
」
に
よ
れ
ば
、
一

九
四
二
年
の
時
点
で
、
天
皇
に
は
「
軍
部
独
走

へ
懸
念
を
示
し
和
平
努
力
を
し
た
」
と
い
う
評

価
が
下
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
生
じ
る
。
で
あ

れ
ば
、
「
独
白
録
」
に
見
ら
れ
る
天
皇
免
責
の
た

め
に
宮
中
グ
ル
ー
プ
が
作
為
に
奔
走
す
る
必
要

性
は
低
下
す
る
。
ま
た
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ

る
天
皇
免
責
の
決
断
も
斬
新
さ
を
梢
ぴ
な
い
は

ず
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
「
Ⅱ

本
計
画
」
凍
結
後
も
国
務
省
や
陸
車
内
で
の
政

策
立
案
が
「
日
本
計
画
」
に
牽
引
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
筆
者
の
見
解
は
、
よ
り
精
綴
化

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
升
味
準
之
輔
（
一
九
九
八
）
は
ジ

ョ
ゼ
フ
・
グ
ル
ー
が
川
派
年
五
月
二
八
円
付
で

ト
ル
ー
マ
ン
に
上
奏
し
た
覚
書
を
参
照
し
、
米

国
に
平
和
の
象
徴
と
し
て
犬
皇
を
利
川
す
る
計

画
が
あ
り
な
が
ら
も
、
天
皇
の
戦
争
責
任
を
追

及
す
る
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
米
国
が
想
定
し
た
天
皇

の
処
遇
は
、
日
本
側
の
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た

天
皇
の
免
責
を
包
含
し
て
お
ら
ず
、
天
皇
の
免

責
決
定
は
戦
後
ま
で
持
ち
越
き
れ
る
こ
と
と
な
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っ
た
。
こ
の
各
々
の
段
階
で
「
日
本
計
画
」
が

ど
の
程
度
ま
で
米
国
の
政
策
に
反
映
さ
れ
、
日

本
側
の
争
点
と
い
か
な
る
差
異
を
有
し
て
い
た

の
か
は
新
た
な
研
究
対
象
と
し
て
意
義
深
い
。

本
書
の
中
核
で
あ
る
ド
ノ
ヴ
ァ
ン
文
書
が
作

成
さ
れ
た
川
二
年
五
月
は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
よ

っ
て
激
昂
し
た
反
Ⅲ
感
情
が
未
だ
覚
め
や
ら
ぬ

時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
戦
後
柵
想
を
練

っ
て
い
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
分
析
の
冷
静
さ
は
、
米
国

民
世
論
と
比
べ
て
対
照
的
で
あ
る
。
筆
者
が
言

う
情
報
戦
が
現
代
の
イ
ラ
ク
戦
争
に
ま
で
引
き

継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
九
・
二
同
時

多
発
テ
ロ
直
後
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ

ク
両
戦
争
の
計
而
を
入
念
に
練
り
上
げ
て
い
た

事
実
も
想
像
に
難
く
な
い
。

本
書
の
娘
後
で
、
筆
者
は
戦
後
日
本
を
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
の
「
想
像
の
共
同
体
」
に
な
ぞ
ら
え

て
「
米
国
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
共
同
体
」
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
象
徴

天
皇
制
は
国
民
に
歓
迎
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に

せ
よ
、
「
押
し
付
け
ら
れ
た
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

は
強
く
残
る
。
と
は
い
え
、
米
国
心
理
戦
に
よ

っ
て
Ⅲ
戦
ま
も
な
く
か
ら
象
徴
天
皇
制
を
中
心

に
す
え
た
戦
後
政
治
榊
想
が
「
設
計
」
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
「
想
像
の
共
同
体
」
の
構
成
員
た

る
日
本
国
民
の
「
想
像
」
も
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
戦
後
Ｈ
本
の
政
治
体
制
が
、
ジ
ョ

ン
・
タ
ワ
ー
（
一
九
九
九
）
の
言
う
よ
う
に

「
天
皇
制
民
主
、
王
義
」
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
戦
後
Ｈ
本
政
治
の
起
源
そ
の
も
の
も

象
徴
天
皇
制
と
い
う
概
念
が
登
場
す
る
四
二
年

五
月
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
「
日
本
計
画
」
を
対
日
心
理
戦
の
一
環
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
戦
後
日
本
政
治
の
規
定
要

因
と
し
て
考
え
た
と
き
、
戦
後
Ⅱ
本
の
出
発
点

は
戦
後
処
理
で
は
な
く
、
開
戦
半
年
後
の
米
国

Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
あ
る
と
い
え
る
。

戦
後
六
一
年
を
経
た
今
日
、
日
米
関
係
は
絶

え
ず
再
考
さ
れ
談
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
米
国
の
対
日
政
策
は
日
本
外
交
の

主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
こ
う

し
た
関
係
の
下
で
米
国
が
日
本
に
対
し
て
行
っ

て
き
た
情
報
戦
の
起
源
と
経
緯
の
研
究
に
、

「
ｎ
本
計
画
」
は
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
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